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あ
る
種
の
王
道
的
ブ
ラ
ン
ド
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
ア

ン
プ
が
二
回
ほ
ど
続
き
、
な
ん
と
な
く
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
オ
ー
デ
ィ
オ
を
心
得
た
気
に
な
っ
て
い

た
の
は
甘
か
っ
た
。
い
き
な
り
ド
イ
ツ
に
飛
ん

だ
の
だ
。
そ
れ
も
フ
ル
レ
ン
ジ
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
思
い
出
す
の
が
、
去
年
、
小
型
ス
ピ

ー
カ
ー
好
き
の
マ
ニ
ア
宅
に
足
を
運
ん
だ
と
き

の
こ
と
だ
。
当
時
、
完
全
に
未
聞
の
イ
ソ
フ
ォ

ン
を
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
っ
と
香
り
を

嗅
い
だ
程
度
だ
っ
た
が
、
手
な
ず
け
て
そ
ば
に

置
き
た
い
気
品
が
あ
っ
た
。
価
格
が
意
外
に
も

安
く
、
ア
ト
リ
エ 

Ｊ
ｅ
︱

ｔ
ｅ
ｅ
の
岡
田
さ

ん
が
よ
く
口
に
す
る
「
知
ら
れ
ざ
る
ヴ
ィ
ン
テ

ー
ジ
こ
そ
穴
場
に
し
て
盲
点
」
と
い
う
金
言
を

思
い
出
し
た
。

　

さ
て
、
そ
の
岡
田
さ
ん
が
ま
ず
鳴
ら
し
た
の

は
ロ
レ
ン
ツ
と
い
う
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
。
３
１
２

㎜
径
フ
ル
レ
ン
ジ
一
発
に
高
域
を
Ｌ
Ｐ
Ｈ
︱

６

５
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
で
補
っ
て
い
る
。
エ
ン
ク
ロ

ー
ジ
ャ
ー
は
、
同
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
米
松
製
の

密
閉
。
最
初
の
サ
ー
ジ・チ
ャ
ロ
フ
『
ブ
ル
ー・

サ
ー
ジ
』
は
、
バ
リ
ト
ン
・
サ
ッ
ク
ス
が
ち
ょ

う
ど
フ
ル
レ
ン
ジ
の
帯
域
内
に
収
ま
っ
て
い
て

ブ
リ
ブ
リ
と
出
て
き
た
。
ロ
レ
ン
ツ
は
ア
メ
リ

カ
に
も
進
出
し
た
ら
し
く
、
パ
ン
チ
力
も
相
当

な
も
の
だ
。
ま
た
快
活
で
歯
切
れ
が
よ
い
。
ケ

ニ
ー
・
ド
リ
ュ
ー
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
録
音
盤

が
か
か
っ
て
、
そ
の
繊
細
な
表
現
か
ら
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
製
を
意
識
さ
せ
た
。

　

次
に
岡
田
さ
ん
は
「
こ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
お

そ
ら
く
一
番
多
く
関
わ
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
で

も
」
と
壮
大
な
交
響
曲
に
替
え
た
の
だ
が
、
こ

れ
が
尋
常
じ
ゃ
な
い
ほ
ど
ハ
マ
っ
た
。
部
屋
の

空
気
を
味
方
に
つ
け
た
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
感
や

余
韻
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
痴
の
ぼ
く
で
も
脱
帽

だ
っ
た
。
ス
ピ
ー
カ
ー
に
宿
っ
て
い
る
歴
史
と

い
う
か
伝
統
の
よ
う
な
も
の
は
、
隠
し
よ
う
に

も
隠
し
き
れ
な
い
も
の
だ
。

　

次
に
聴
く
の
は
、Ｒ
Ｆ
Ｔ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
、

楕
円
フ
ル
レ
ン
ジ
が
片
チ
ャ
ン
ネ
ル
２
発
の
通

称
ラ
ジ
オ
・
ベ
ル
リ
ン
。
さ
っ
き
か
ら
ロ
レ
ン

ツ
の
上
に
こ
じ
ん
ま
り
載
っ
て
い
る
。
小
型
の

次
に
大
型
で
盛
り
上
が
っ
て
終
わ
り
た
い
の

に
、こ
れ
で
は
牛
フ
ィ
レ
肉
ス
テ
ー
キ
の
次
に
、

前
菜
の
マ
リ
ネ
を
食
べ
る
気
分
で
あ
る
。
し
か

し
、
音
が
出
た
ら
ど
っ
ち
が
メ
イ
ン
か
と
な
っ

た
。
い
や
、
こ
こ
は
Ｒ
Ｆ
Ｔ
こ
そ
メ
イ
ン
と
断

定
し
た
い
。
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
の
チ
ェ
ロ
は
む
ち

ゃ
く
ち
ゃ
陰
影
が
あ
っ
て
奥
深
い
。
思
わ
ず
立

ち
上
が
っ
て
ス
ピ
ー
カ
ー
に
寄
り
、
し
げ
し
げ

と
眺
め
た
。
後
面
開
放
。
厚
さ
10
㎜
程
度
の
エ

ン
ク
ロ
ー
ジ
ー
は
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
か
。

壁
掛
け
で
き
る
く
ら
い
軽
量
。
フ
ロ
ン
ト
バ
ッ

フ
ル
は
６
個
の
ネ
ジ
で
安
易
に
留
ま
っ
て
い
る

だ
け
。
ユ
ニ
ッ
ト
だ
っ
て
そ
う
強
力
と
は
思
え

な
い
。
こ
の
パ
ワ
ー
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
潜
ん

で
い
る
の
だ
ろ
う
。
キ
ン
グ
・
コ
ー
ル
も
伸
び

や
か
に
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
歌
う
。
ユ
ニ
ッ
ト

は
ほ
ぼ
素
っ
裸
。し
が
ら
み
の
無
い
音
が
す
る
。

し
か
し
上
っ
面
じ
ゃ
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
骨
格
が

あ
る
。
い
や
は
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
カ
ル
チ
ャ

ー
シ
ョ
ッ
ク
で
、
し
ば
ら
く
立
っ
た
ま
ま
で
聴

い
て
い
ま
し
た
。
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見
か
け
か
ら
想
像
が
つ
か
な
い
音
に
脱
帽

こ
の
パ
ワ
ー
は
ど
こ
に
潜
ん
で
い
る
の
か
？
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのビンテージオーディオ

ビンテージといえば、アルテックやタンノイ、ＪＢＬ、マッキントッシュなどが
誌面に取り上げられる機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を
並べるほかの多くのブランドがあったことを知る人は少ないだろう。
東京、目黒にあるビンテージショップ「アトリエＪｅ-ｔｅｅ」では、
音質はもちろん、デザインにもこだわった「もうひとつのビンテージ」を
数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている
製品を中心に、毎号テーマとなるブランドを取り上げている。

ドイツのフルレンジユニット第7回

Lorenz
ロレンツの母体となる会社は1921年にベルリンに設立
されドイツでもかなり古くから真空管、スピーカー、アン
プなどを生産していて、 1955年頃に社名がLorenzとな
ったようだ。50年代になって開発されたLPH-65トゥイー
ターは特に評価が高く、英国の初代 BBCモニタースピ
ーカーであるLS-１（38cm同軸ユニット）のスーパート
ゥイーターとして採用されていた。

RFT
戦前からあった音響機器メーカーであるテレフンケ
ン、シーメンス、ロレンツなどは戦後になって東側
にあった会社部分が国営企業としてひとつに統合
されRFTとなり、ライプチヒに本拠地が置かれた。
スピーカーや真空管をメインに戦後から80年代ま
でそのままTelefunkenなどの生産技術を受け継
ぎ、オールドファッションなスタイルで製品を作って
いた貴重なメーカーだったが、東西ドイツの統合に
よって残念ながら消滅してしまった。

RADIO BERLIN
ベルリンのラジオ局からの放出品でL6506ユニット
が２台縦に装着されて壁に設置するモニタースピー
カーとして使われていたようだ。小振りなエンクロー
ジャーから驚くほど豊かで繊細な臨場感ある再生音
で鳴ってくれる。当時の西側諸国が生産していた
見た目にもやりすぎと思える構造やデザインのスピー
カーとは逆の、最大限に無駄を省いた性能重視を目
的に開発された事がよく分かるシステム

LP-312
LPシリーズ最大の312mm口径でシングルコーンの
フルレンジユニットで、青いハンマートーンの強固な
アルミダイキャスト製のフレームが目を惹く。フィック
スエッジのため反応が速く低域特性もスムーズによ
く伸びるので、小さめの箱でもよく鳴ってくれる。ま た、
後期型は深い頂角のコーン紙のセンターに赤いサ
ブコーンが付属され高域特性が向上している。同
社の30cm同軸型ユニットのウーファーとしても採用
されている。
市場価格は17～ 18万円／ペア

LP-215
扌LPシリーズ最初期型のフルレンジユニット
で215mm口径となる。薄い鉄製のフレーム
に反応の速い軽量コーン紙がよくマッチした 
音場感あふれる音が魅力のユニット。市場
価格は13～ 14万円／ペア

L6506
扌ドイツのメーカーはさまざまなサイズで数多く楕
円形のユニットを生産していた。楕円ユニットの
利点としては長方形のスピーカーのバッフルに最
大面積のユニットを装着できることと、ユニットの
上下左右の長さの違いを利用してよりワイドレンジ
な特性が得られることにある。薄い鉄製のフレー
ムに約25cm×18cmのとても軽くて張りのあるシ
ングルコーンを採用した楕円形のユニットで、劇場
などの壁に複数アレー状に埋め込まれたり、小型
の放送局用スピーカーに装備されて活躍したよう
だ。とても繊細で反応が速いユニットで、見かけか
らは信じられない高いパフォーマンスの再生音が
魅力のユニット。市場価格は８～９万円／ペア

Isophon LA-2106
扌約24cm×17cmの楕円ユニットのセン
ターにサブコーンを装備した、メカニカル２
wayと呼ばれる構造になっているため、より
高域特性が豊かになっている。ドイツ製の
小口径ユニットはこのメカニカル２wayタイプ
が多く、サブコーンの材質によっても音質の
コントロールが可能で、コンデンサーなども使
わずに２wayの形体を取れる利点がある。
市場価格は７～８万円／ペア

LPH-65
➡ポリプロピレン製のような透明な材質の65mm口径
のトゥイーターで能率も高く、繊細で滑らかな音質が特
徴。初代BBCモニターのスーパートゥイーターとしても
使われていた。当時のLorenzのカタログにはLP-312、
LP-208、LP-215と組み合わせた２wayシステムで販
売されていたようだ。市場価格は7万円前後／ペア

LP-208
➡LP215の後継機にあたるユニットで口径が208mmと若干小さくなるが、低域特
性を向上させるため、コーン紙が改良され、またフレームもアルミダイキャスト製になり
耐入力もアップされた。市場価格は12～ 13万円／ペア

Isophon
1929年にベルリンに設立されたドイツ最大
のスピーカーユニット専門メーカーで、戦後
は西側に拠点があった。60年代までテレフ
ンケンやシーメンスに数多くのスピーカーユ
ニットを供給していたことは、日本ではあまり
知られてないが、有名なシーメンスの25cm
同軸ユニット（通称／鉄仮面）のトゥイー
ターはこのメーカー製となる。

天板部にあるプレート

Lorenzのユニット


